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図 1　2021 年 4 月 1 日，加古川市志方町：越冬明けの個体．

図 2　2021 年 11 月 11 日，高砂市曽根町：
飛び去って行くイシガケチョウ（左下）．

兵庫県高砂市でイシガケチョウを観察

島﨑正美 
イシガケチョウ（以下，本種）の兵庫県における

記録と分布については「兵庫県の蝶」（広畑・近藤，
2007) に記載があるように，継続的に成虫で越冬でき
るかどうかがカギを握っており，いぜんとして確実に定
着しているかどうかが明らかではない．筆者は 2016 年
に加古川市における本種の観察事例をまとめて報告をし
ていて（竹内・ 島﨑，2016），その後，2021 年 4 月 1
日にも加古川市志方町で越冬後の個体を確認しているが

（図 1），毎年継続して観察できているわけではなくいぜ
んとして加古川市に定着している確証はない．そのよう
な状況下，これまでに公式報告のない高砂市で 2021 年
に越冬個体，および越冬に向かう時期の個体を観察した
ので報告する．

観察地は高砂市曽根町のオオバイヌビワが多く自生
する日笠山（標高 62 ｍ）の山麓部と山頂部である．越
冬個体の観察は 4 月 20 日，山麓部での飛翔個体の目撃
で，山側から自動車道路際まで特有の滑翔をみせながら
飛んできて，そのまま姿を消しており撮影記録は出来て
いない．越冬前の個体の観察は 11 月 11 日で，山頂部
でウラギンシジミが飛び交う様子を観察していた際，ど
こからか突然現れた個体が滑翔を繰り返した後遠く離れ
たアカメガシワの葉上にとまったのを確認した．急ぎ走
り寄ってビデオカメラのフォーカス合わせをしている間
に飛び立たれたが，そのままビデオカメラで飛翔を追跡
した記録から，飛翔個体がかろうじて本種であると視認
できる（図 2）．加古川市では自然状態での産卵，幼虫，
蛹などの観察ができているが，高砂市では成虫を観察で
きただけで，今後も観察を継続して高砂市における本種
の生態を明らかにしたい．

【観察データ】

観察日：2021 年 4 月 20 日 15 時頃

観察地：高砂市曽根町日笠山山麓部

観察日：2021 年 11 月 11 日 11 時 55 分

観察地：高砂市曽根町日笠山山頂部
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ウラナミジャノメがイヌツゲとノイバラの花で吸蜜

島﨑正美・島崎能子 
筆者らは加古川市とその近郊に生息する希少チョウ

類の保全を目的とするボランティア団体「加古川の里
山・ギフチョウ・ネット」の一員として，1999 年に始
めたギフチョウ（絶滅危惧Ⅱ類）に次いで，2008 年か
らヒメヒカゲ（絶滅危惧Ⅰ B 類）の保全活動も開始し，
その調査過程でウラナミジャノメ（Ypthima multistriata 
niphonica 絶滅危惧Ⅱ類：以下本種）の観察記録もとっ
てきている．

蝶の多くは成虫となって以降は，花の蜜や樹液，あ
るいは湿地帯や動物の排泄物などでの吸汁を活動のエネ
ルギー源としているが，本種やヒメヒカゲについてはそ
のような場面に出会うことが極めて少なく，野外での生
態観察の重点項目にしてきた．

ヒメヒカゲについてはノイバラ（Rosa multiflora）の
花での吸蜜，湿り気のある路面での吸汁，および路面
に落ちた野鳥の糞周りで吸汁する場面などを観察でき
て報告（島﨑，2013）した．その後 2021 年 5 月に
は，朝露が残ってはいない時間帯にケネザサの葉上で口
吻を伸ばして何かを吸汁するオスを観察している（島崎，
2021）．

本種に関しては幼虫がショウジョウスゲ（島﨑，


